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ニホン英語とネイティブ英語 

     末延岑生（兵庨県立大学名誉教授） 

ネイティブの苦悩 

中国の大学で英語を教えていたある日、同僚で

アメリカ人の英語教授が、私の部屋を訪ねてきた。

彼はテキサスからの、貴重なネイティブ・スピー

カーだ。自分の英語が学生たちに伝わらず、学生

たちから突きあげられているのだという。「それ

ならどんな英語をしゃべればいいのか」と問うと、

「末延教授のような、しっかり区切るしゃべり方

をすればいい」といわれたそうだ。そこで、信じ

がたいことだが、この“ネイティブ”の先生が、

私のところに発音の相談に来たというわけである。

私も彼のテキサス方言の英語には、歯が立たなか

ったものだから、「単語一つ一つ、丁寧にゆっく

りとしゃべればいい」と助言しておいた。ところ

が彼は、「早口は生まれつきだから、絶対に丌可

能だ」と主張した。 

一年後大学に戻ってみると、彼はすでに学生た

ちの圧力で、追放されていた。中国の大学生たち

は、自分たちが分からない英語は、自分の責任で

はなく、しゃべる側の責任だと考える。 

 

音の切れ目 

ことばをしゃべるとき、“区切り”、語と語の

間の「切れ目」が大切だ。適切なところで区切ら

なかったら、ろれつの回らない、だらだらしたし

ゃべり方、よだれの垂れ流しになる。実際に、

「あーーーーーー」と、どこまでもそのままで止

められない、ことばを区切れない、こんな病気が

実在する。バスや電車の車掌のしゃべり方の多く

は、切れ目がないため、だらしなく、肝心の駅の

名前が分からない、そんな経験があるだろう。そ

の点、甲子園の全国高校野球大会の宣誓は、メリ

ハリがあって、はっきりと意味が分かるように、

溌剌（はつらつ）としゃべる。区切りがはっきり

しているからだ。 

さて、アメリカ人が自然に英語をしゃべってい

るのを、「サウンド・スペクトログラフ」という

音声分析機器で計測してみる。 

 

Thi / si / sa / book. 

  ジ シ ザ ブク 

My /father an /d  I ,  

 マイ ファーザー アンダイ 

 

一目でわかることは、私たち日本人が単語ごと

に切るのと、まったく違った区切り方をしている

ことだ。This とはいわず、Thi で切り、残りの

ｓと次の is の i をくっつけて si のように、［子

音＋母音］の束をつなげて、リズミカルにしゃべ

る。一度試していただきたい。まるでアメリカ人

になったような気分になる。 

このような発話の区切り方は、腹式呼吸の英米

人たちにとっては、音声学的にも経済的な、しゃ

べりやすい区切り方で、ごく自然な英語である。

英米人同士では無意識に、瞬時に、単語どおりの

形に聞きなおして、理解している。以下も同様な

切り方である。 

 

There are four / seasons in a / year, 

/spring, / summer, / fall and / winter.  

デアラフォー スィーズンズィナ イア  

スプリング サマ フォーラン ウィンタ 

March, / April and / May are / spring / 

months.  

マーチ エイプリラン メイアー スプリング 

マンツ 

Parks are / filled with / people en / joying 

the / warm / season.  

パークサー フィルドウズ ピープレン  

ジョイングザ ワーム スィーズン 

In June the / rainy / sea / son be / gins./ 

ンジュンザ レイニー シー ズンビ ギンズ 
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注意してしゃべると、強弱強弱と、おのおの一つ

の枠には、等間隔で一つのストレスが置かれてい

るのが分かる。しかしこんな切り方をされたので

は、英米以外の人たちにはどうだろう。「フォー

ラン」「パークサ」「ピープレン」「ズンビ」な

どと、聞いたこともないような、音の束が聞こえ

てくる。 

私たち日本人にとって、英米人の英語がわかり

にくいという最大の理由は、彼らがこんな区切り

方でしゃべっているからである。積み上げられた

歴史の重みの上に、洗練に洗練を重ねてできあが

った、他を寄せつけない、仲間同士特有の発音の

特徴である。 

これらを日本人大学生たちは、どのように聞い

ているだろうか。学生たちの書き取りを調べてゆ

くうちに、面白いことに気づく。 

（the）United States 

という英語国民の音声を聞いて、学習者の中に

はYou and I stay とか、You are nice day、

また、U.K.をYou cameなどと書き取った学生

がいた。 

英語国民たちはまさに the Uni / ted S / tates 

のような発音、アクセントとともに、こうした

区切り方をしているのである。また、Maskを 

“man ask”と書き取った学生がいたので、丌

思議に思って例の器械で調べてみると、mask

の a とｓの間にかすかな鼻音[ｎ]の音を発して

いた。そんなかすかな音でさえ、日本の学生た

ちは、注意してしっかりと聞きとっていた。学

習者たちは決して耳が悪くないどころか、むし

ろ音を話されたとおりに、敏感に忠実に聞き取

りすぎることで、間違ってしまったのだ。 

音という面だけに焦点をあてるなら、正直な

学生たちが、聞こえたとおりに聞いて書きとる

ことが間違いではなく、むしろしゃべる側に問

題があることがわかる。日本の学生たちは、数

百万円もする音声分析器に劣らない聴力を持っ

ている。 

このように、地味な実験と分析をやっていて、

こうした[ｎ]音のように、ピカリと光る“ダイ

ヤモンド”が見つかることがある。エラー分析

をしていて、ほんのちょっとしたエラーから、

こうしたエラーの全体像が垣間見えることがあ

る、という一例である。 

それにしても、この“カッコいい”、そして

世界中の人たちから分かりにくいと揶揄される

英語こそが、皮肉なことに、日本の英語教育が

目指している“ネイティブ英語”なのである。 

 

物まね英語  

最近、文科省の指導方針に合わせてカッコよ

く発音するために、「カタカナ英語」と称して、

water のことを“ワラ”と発音するように、退

廃的と思える英米式の英語発音を、“英語らし

く”発音させる教授法がはやっている。 

昔、神戸のタクシーの運転手たちが、外国の

船員たちに呼びかけるのに Go on board a 

ship?（「乗船するのか？」）を 

「ゴボーのシッポ？」 

と商売道具の“ひとつ覚え”で発していた、あ

のやり方だ。これは聞こえたとおりそのまま真

似る、ジョン・万次郎のころからの方法だが、

当時はまだ英語の体系が定かでなかったから、

手当たりしだいにそのまま使っていたとしても

しようがない。 

私が今まで「ニホン英語」とほぼ同じ意味で

使っていた、本来の「カタカナ英語」という用

語は、日本の五十音図に合わせて、単語の一つ

一つの発音を、母音子音の順序で、自然に発音

してゆく方法のことを指していたのだが、最近

では上記のような、英米人が発音する崩れた発

音そのものを、そっくり真似することがカタカ

ナ英語だと誤解されてきた。 

だがこれは、ただの英米英語の物まねで、例

えていえば芭蕉の草書の、くにゃくにゃと曲が

った線を、ただわけもなくなぞるだけにすぎな

い。 

日本の音声学者の中にも、カタカナ英語をま

じめに提案する人たちが増えてきた。たとえば、 

Is this your room? 

 イズ ズイシュア ウルーム？ 

Sit down, please.  

シランッ プリ （知らんっぷり） 

What do you mean? 

ウワー ドーユー ミー 

（うわー どういう意味？） 

You tell me. 

  ユーテ ミイ（言うてみい。） 
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Can you ski? 

  キョニュウスキ（巨乳好き？） 

提案者によれば、日本人英語学習者の発音を、

限りなく英米語に近い発音に真似させることが

目的だという。駄洒落ならそれはそれで良いが、

ネイティブの耳に、心地よく響くようにするた

めに、ただただネイティブに似せるにはどうす

ればいいか、というお粗末な発想は、こっけい

ですらある。 

その結果は、英米人どころか誮も理解できな

いし、読めもしない。ただカッコよくという、

行き当たりばったりの発音だから、第一、そこ

には相応の言語体系がない。たとえばこの文を

もとに your を his に変えるとき、どう発音すれ

ばいいのか。このように、文の生成や置き換え

が困難で、普遍性・応用が効かないという点で

も、危険というしかない。 

単語をひとつずつ丁寧に切り離して発声すれ

ば、世界中の人が理解できるものを、ただ何と

なく「英語らしく」かっこよく発音するだけの

ために、わざわざアメリカ流に、回り道をして

しゃべるから、英語国民たちはこちらを当然、

上手な英語の使いだと誤解してしまい、後の会

話が続かなくなる。私はこれを「物まね英語」

と呼んでいる。 

S i n g l i s h に つ い て 

田嶋ティナ宏子（白百合女子大学） 

ご存知とは思うが、シンガポール政府は長年に

わたって、Singlish を「改善」しようと試み、

Speak Good English Movement をしたり、それ

に伴って文法や語彙を「矯正」する小冊子を出版

したりしているが、シンガポール政府観光局のホ

ームページに、 Singlish のページができ

た。”Here's a collection of 'Singlish' terms which 

you might find handy on your visit to Singapore.” 

とある。政府の息がおもいっきりかかっている政

府観光局が、観光でシンガポールにやってくる、

あるいはこれから行こうと思っている人たちのた

めにこのようなページを作ったというのは画期的

だと思った。そこには、大変よく使われる 

Singlish の 単 語 と 例 文 が 書 か れ て い る

（http://www.visitsingapore.com/publish/stbporta

l/en/home/about_singapore/fun_stuff/singlish_dic

tionary.html）。 

Russel Petersというインド系カナダ人のコメ

ディアンがいる。彼は、インド英語やら中国人英

語を使って、カナダやアメリカのコメディーショ

ーでかなり有名になっている。彼は二世だが、彼

のコメディーの内容からすると親は家の中でイン

ド英語を話しているようである。You Tube で検

索して観て欲しい。他にも、アメリカやカナダで

は、日系、中国系、韓国系、インド系の二世や三

世のコメディアンが自分の ethnicity を題材にし

てコメディーを披露して、かなりの人気を博して

いる。それぞれに共通していることは、やはり一

世の英語。しかし、それが同じアジア系アメリカ

人、カナダ人だけではなく、白人や他の人種にも

うけているのである。 

シンガポールでは、Dim Sum Dollies という3

人の女性コメディアン兹歌手が年2回ほどミュ

ージカルをやるのだが、これがシンガポール人に

は大うけで、チケットは即完売となる。あまりに

も有名になってきて、最近では甴性コメディアン

たちといっしょに、シンガポール人うけするコメ

ディーやミュージカルを企画・上演している。観

客の99.9%はシンガポール人なので、Singlishが

分からないと同じように笑えないが、Singlishの

｢勉強｣には最適である。その中でも、Food Court  

Aunties というミュージカルがある。Food Court 

とは、hawker centre （屋台）や、最近の屋内で

エアコンが入った、いわゆるフード・コートを指

す。そこには、必ず食べたものを片付けるおばち

ゃんたちがいて、まだ尐し皿に食べ物が残ってい

ても、”Finish, ah?”と言って、こちらの答えも聞

かずに皿を持っていこうとする。このミュージカ

ルでは、ビジネスマンが食事をしているところに、

3人の掃除のおばちゃんが現れ、”Finish?” を連

発。最終的にはその甴性が “Auntie, you don’t 

mind if you just stand back a bit and wait?”と言う。

(シンガポールでは、年上の女性のことを Auntie 

と呼ぶ。)そうすると、彼女は、”Aiyah, if I don 

clean up, I get scolded scolded by my boss, and if 

I clean, I get scolded scolded by customer what!” 

（繰り返しは強調、語尾の子音は消えるので、そ

の通りに書いた！）という。これもYou Tube で

観られると思う。是非チェックして欲しい。 
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新 刊 書 籍 紹 介 

共生社会の異文化間 

コミュニケーション 

 

ベイツ・ホッファ 

本名信行 

竹下裕子 編著 

三修社 

ISBN: 978-4384042283 

 

紹介者：田中富士美（東洋英和女学院大学） 

「なんのために英語を教えているのだろう」と、

日々の授業に追われながらも、ふと思うことはな

いだろうか。そんな時、本書は道標となり方向性

を示してくれる。 

21世紀のグローバリゼーションは、世界を単

一化する流れではなく、多様な民族・文化・言語

が共に生きる社会へと進むであろう。そして、私

たち地球市民にとって「異文化間コミュニケーシ

ョン能力」を高めることは最重要誯題であり、英

語教育もその視座の中に位置づけられる。 

本書は、異文化間コミュニケーションの専門家

による12本の論文により、4部構成で、具体的

な事例を検討し、解決の道筋を探っている。 

第 1部では、異文化コミュニケーションの誯

題が展望される。言語教育において、文化（歴史

や宗教、社会構造などを含む）を学ぶ必要性が論

じられる。その背景には英語の多文化化がある。

英語の異変種間で相互理解を図るためには「異文

化間リテラシー」の育成が丌可欠であることが強

調される。第 2 部では、理論的側面が扱われる。

日本的にいえば「内と外」という包含と排他の境

界として使われてきた「アイデンティティ」や

「文化」という概念も、グローバル時代において

は単一・丌変ではありえず、多文化間アイデンテ

ィティへと再創造していく必要があると指摘する。

第 3部は、中国・日本・米国の承諾獲得方法の

差異、タイ人と日本人の相互イメージ調査、中国

での面子交渉など、主にアジアのフィールド調査

を中心に、現実の問題が検討される。第 4 部は、

研究成果の応用として、ヨーロッパの言語政策や

外国語教育における文化の問題に言及し、言語を

広い意味の文化に位置づけることの大切さを論じ

ている。 

多文化共生社会を生きる私たちにとって、異文

化間リテラシーの向上は必須科目であり、言語学

の枠を越えて学際的に扱われるべき領域である。

本書は、言語教育者はもとより、地球市民を育て

たいと願うすべての教育者に手元に置いてほしい

書籍である。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

事典 世界のことば141 

 

 

梶茂樹 

中島由美 

林 徹 編 

大修館書店 

ISBN: 978-4-469-01279-8 

 

紹介者：相川真佐夫（京都外国語短期大学） 

本書は世界の 141 言語を取り上げ、それぞれ

の言語を「どんな言語か」「その言語の今」「そ

の言語を話す人々」を３本柱に概説した事典であ

る。世界には多種多様な言語が存在するが、言語

そのものの形以上に、その言語を使う人々の生き

様を文化人類学的に触れることができるのは本書

のプロジェクトに関わったフィールド研究者ひと

りひとりの思い入れのおかげであろう。 

本書は編者の前書きによると、1993 年に大修

館書店から出された『世界のことば小事典』（柴

田武編）をベースに書き改めたものということで

ある。英語のバラエティも、インド英語、シンガ

ポール英語、フィリピン英語、オーストラリア英

語、アイルランド英語をカバーし、日本における

言語についても日本語はもちろん、アイヌ語、沖

縄語、宮古語をも概観できるのはなかなか楽しい。 

D.クリスタルは世界の 6,000 言語のうち今世紀

には半分の言語が消え去ってしまう運命にあると

言う。まず様々な言語を取り巻く事実を知ること

が言語の生命を途絶えさせないための第一歩なの

かもしれない。そんな使命を感じさせてくれる一

冊である。 
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会 員 よ り ご 案 内 

岡村徹（帝塚山学院） 

オセアニアの英語について書かれた、研究論文

を募集いたします。世界の英語やアジアの英語と

の関連、英語教育、社会言語学等、ジャンルは問

いません。 

 

研究論文募集 

 Language and Linguistics in Oceania, Vol. 2 

[対象] オセアニア島嶼地域で話されている英語

（例：ハワイの英語、フィジーの英語など）の記

述的研究。 

[提出締切] 2009年12月末日 

[発表]  2010年 2月半ば 

[提出先] 〒589―8585 大阪府大阪狭山市今熊

2―1823 帝塚山学院大学リベラルアーツ学部 

オセアニア言語研究会事務局 岡村徹研究室 

 [問合せ] t.okamura@lit.tezuka-gu.ac.jp 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

Erich Berendt 

Assumption University, Thailand 

I'd like to inform you about a conference on 

Asian culture and languages which our 

department will be hosting this August.  It's the 

third international ASIAN CULTURE STUDIES 

ASSOCIATION meeting on August 13 & 14, 

2009.  It will be hosted by the Graduate School 

of English at Assumption University (Hua Mak 

campus) in Bangkok.  

Conference papers may be published in the 

ACSA Journal afterwards.  For further information, 

you can visit our website:  

http://www.gse.au.edu/ 

or for general information about Assumption 

University, see http://www.au.edu/ 

事 務 局 か ら の お 知 ら せ 

これまで年に 2 回開催しておりました全国大

会を、2009 年度は 1 回のみとし、9 月に開催い

たします。第 25 回全国大会は、2009 年 9 月 18、

19 、 20 日 、 熊 本 学 園 大 学 で 開 催 さ れ

る  International Association for Intercultural 

Communication Studies (IAICS)に組み込み、最終

日 20 日を特に JAFAE デーといたします。IAICS 

3 日間の参加をご希望のかたの申し込みは、

IAICS ホームページより所定の手続きを経て行っ

ていただきますが、20 日のみの参加をご希望の

かたは、通常の JAFAE の全国大会への参加と変

わりません。20 日には基調講演、研究発表、会

員総会、懇親会を予定しております。 

研究発表のお申込は6月中に事務局まで。 

＜jafae@live.jp＞ 

当日は総会を除き、IAICS と合同で行います。

多くの会員と熊本でお会いできることを楽しみに

しています。 

会 計 ・ 会 員 管 理 担 当 よ り 

現在、2009年度の会費の納入を受け付けてお

ります。納入方お願い致します。 

会費は、一般会員5,000円、学生会員3,000円。 

ゆうちょ銀行以外の金融口座からもお振り込み

いただけるようになりました。振込口座は下記の

通りです。 

★ゆうちょ銀行（郵便局）からは、 

加入者名：日本「アジア英語」学会 

口座番号：00280-8-3239 

★銀行などからは、 

ゆうちょ銀行 

〇二九店（ゼロニキユウ店） 

当座預金口座 0003239 

ニホン「アジアエイゴ」ガッカイ 

（会計・会員管理担当・樋口謙一郎） 

ス タ デ ィ ツ ア ー に つ い て 

2009年度のスタディツアーは、韓国視察旅行

を検討しております。 

日本でも話題を集めている英語村への訪問をは

じめ、通常の韓国旅行ではなかなか経験できない

企画を構想したいと思います。 

もちろん、いま人気の韓国旅行ですので、会員

間の交流・親睦の機会も多い、楽しい旅行にした

いと思います。 

詳しい日程など決まり次第、JAFAEウェブサイ

トなどでお知らせいたします。 

（椙山女学園大学 樋口謙一郎） 
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ニ ュ ー ズ レ タ ー 編 集 担 当 よ り 

JAFAE ニューズレター29 号は 10 月中旬発行予

定です。会員の皆様から記事を募集致します。国

内外の紀行文、書籍紹介、海外おもしろ情報など

「アジア」「英語」「言語」周辺をキーワードに

800～1,200 字程度で奮って投稿下さい。画像な

ども是非ご投稿ください。 

書いてみようというご意志がありましたら、9

月中旬までに編集担当（相川）までお知らせくだ

さい。アドレスは m_aikawa@kufs.ac.jpです。 

ア ジ ア 地 域 の 学 会 情 報 

The Korea Association of Teachers of 

English (KATE), KATE 2009 International 

Conference 

Theme: Across the Borders: Content-Based 

Instruction in the EFL Contexts 

Date: 3-4 July, 2009 

Venue: Ewha Womans University,  

Seoul, South Korea 

Website: http://www.kate.or.kr 

Fourth International and 40th Annual 

ELTAI Conference  

Theme: Managing Mixed-Ability Classes 

Date: 7-9 August, 2009 

Venue: J.B.A.S. College for Women,  

Chennai India 

Website: http://www.eltai.org 

13th International INGED ELT Conference  

Theme: Actions and Words 

Date: 23-25 October, 2009 

Venue: Gazi University, Ankara, Turkey 

Website: http://inged.org.tr 

18th International Symposium and Book 

Fair on English Teaching  

Theme: Internet- and Corpus-based English 

Instruction 

Date: 13-15 November, 2009 

Venue: Chien Tan Overseas Youth Activity 

Center Taipei, Taiwan 

Website: http://www.eta.org.tw.  

The Applied Linguistics Association of 

Korea (ALAK) 2009 Conference  

Theme: Foreign Language Education Policy in 

Korean Context 

Date: 5 December, 2009 

Venue: Chung-Ang University,  

Seoul, South Korea 

Website: http://www.alak.or.kr 

6th CamTESOL Conference on English 

Language Teaching 

Theme: One World: World Englishes 

Date: 27-28 February, 2010  

Venue: the National Institute of Education  

Phnom Penh, Cambodia 

Website: http://www.camtesol.org/ 

 

【編集後記】 

インフルエンザの影響で、京都では大多数の大学が約１週

休講になり、イベントが中止になったり延期になったり、

どこもかしこも苦渋の選択を強いられました。慎重になる

のは悪いことではありませんが、準備を十分に重ねれば重

ねるほど悔しい思いが大きいものです。今年度の全国大会

は１回限り、無事に熊本で大会を迎えたいものです。 
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